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は
じ
め
に

　
曹
洞
宗
に
お
け
る
詩
作
に
つ
い
て
は
道
元
の
頃
よ
り
、
出
家
者
に

は
修
行
の
障
害
と
な
る
た
め
厳
し
く
戒
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
、「
今
代
の
禅
僧
、
頌
を
作
り
法

語
を
書
か
ん
料
に
文
書
等
を
好
む
。
是
即
非
也
。
頌
不
作
と
心
に
思

は
ん
事
を
書
き
た
ら
ん
、
文
書
不
調
と
も
法
門
を
可
書
）
1
（

也
。」
と
あ

る
事
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
一
方
、『
永
平
広
録
』
に
は
約
四
三
〇

首
も
の
偈
頌
が
含
ま
れ
、
何
故
こ
の
よ
う
な
膨
大
な
詩
作
が
残
さ
れ

た
か
は
、
先
学
に
よ
り
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
い
）
2
（
る
。
本
論
で
は
特

に
、
中
世
洞
門
社
会
の
中
で
如
何
に
し
て
詩
作
用
の
辞
典
が
成
立
・

受
容
さ
れ
た
か
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
本
論
で
は
、
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
所
蔵
の
『
点
鉄
）
3
（

集
』
を
一

次
史
料
と
し
、
考
察
の
対
象
と
す
る
。
そ
の
構
成
内
容
を
紐
解
き
つ

つ
、
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
数
点
の
写
本
と
の
比
較
を
通
し

て
成
立
時
期
の
特
定
を
試
み
る
。
そ
の
上
で
中
世
叢
林
に
お
い
て
偈

頌
の
作
成
法
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。

一
　『
点
鉄
集
』
の
著
者
と
構
成

　『
点
鉄
集
』
は
、
洞
門
僧
侶
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
本
で
あ
る
が
、

い
か
な
る
内
容
の
書
で
あ
る
か
、
ま
た
誰
の
著
し
た
も
の
で
あ
る
か

に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
も
ち
ろ
ん
宗
門
僧
団
内
に
お
い
て
さ
え
も

正
確
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
ま
ず
は
そ
の

著
者
の
伝
承
を
精
査
す
る
と
共
に
本
集
の
内
容
・
書
名
・
成
立
な
ど

中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
偈
頌
運
用

│
│
逆
翁
宗
順
を
中
心
と
し
て
│
│

大
　
　
橋
　
　
崇
　
　
弘
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の
諸
問
題
に
つ
い
て
究
明
し
た
い
。

　『
点
鉄
集
』
の
著
者
は
、
曹
洞
宗
の
僧
、
逆
翁
宗
順
（
尾
張
乾
坤

院
二
世
、
川
僧
慧
済
の
法
嗣
、
一
四
三
三
〜
一
四
八
八
）
と
さ
れ
、

『
七
十
五
巻
完
本
正
法
眼
蔵
』、『
伝
光
録
』
の
現
存
最
古
写
本
と
な

る
乾
坤
院
本
を
書
写
し
た
芝
岡
宗
田
（
同
院
三
世
、
？
〜
一
五
○

○
）
の
師
で
あ
る
。

　
本
書
の
内
容
・
成
立
年
代
な
ど
本
書
の
内
容
は
、
広
く
諸
般
の
中

よ
り
古
人
の
語
句
（
四
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
）
を
集
め
、
こ
れ

を
韻
別
に
分
類
し
、
二
十
五
巻
に
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
句
集
そ
し
て
韻
書
、
辞
書
を
兼
ね
て
お
り
、
室
町
中
期
か
ら
江
戸

期
を
通
じ
て
、
漢
詩
文
の
創
作
者
の
参
考
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
書
名
は
天
隠
が
著
者
で
あ
る
宗
順
の
求
め
に
応
じ
て

命
名
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
隠
は
「
就
㍾予
需
㍼斯
集
名
㍽」
と
序
に
記

し
て
い
る
。
更
に
「
転
㍾凡
作
㍾聖
也
得
、
如
㍼還
丹
㍽粒
点
㍾鉄
成
㍾

金
、
名
㍾之
曰
㍼点
鉄
集
㍽也
」
と
命
名
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
本
集
の
中
よ
り
必
要
の
語
句
を
捜
索
し
て
法
語
・
偈
頌
・
詩

文
を
創
作
し
、
こ
れ
を
拈
提
す
れ
ば
そ
の
言
葉
は
衆
生
を
迷
い
の
世

界
か
ら
悟
り
の
世
界
へ
と
一
転
さ
せ
る
力
を
持
つ
と
い
う
。
さ
ら
に

は
中
国
の
説
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
霊
薬
・
丹
す
な
わ
ち
神
仙
秘

密
の
妙
薬
、
一

粒
を
鉄
の
上
に

置
け
ば
、
た
ち

ま
ち
鉄
が
金
へ

と
変
化
す
る
こ

と
に
喩
え
て

「
点
鉄
集
」
と

名
付
け
た
も
の

で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
宗

順
が
本
集
を
編

纂
し
た
時
期
は

い
つ
頃
で
あ
ろ

う
か
。
何
故
な

ら
ば
、
本
書
に

成
立
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
確
た
る
こ
と
は
不
明
で
あ

る
。
し
か
し
序
の
識
語
に
「
文
明
十
七
年
乙
巳
端
午
、
前
建
仁
黙
雲

天
隠
叟
竜
沢
」（
図
1
）
と
見
え
て
い
る
か
ら
、
文
明
十
七
年
（
一

四
八
五
）
五
月
五
日
以
前
に
編
集
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で 図１
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あ
る
。
そ
こ
で
宗
順
の
経
歴
に
つ
い
て
考
証
す
る
と
、『
宇
宙
山
住

山
）
4
（
記
』
に
よ
れ
ば
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
、
四
十
三
歳
）
尾
張
知

多
郡
緒
川
城
主
の
水
野
貞
守
の
招
請
に
よ
り
、
同
地
に
宇
宙
山
乾
坤

院
（
愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町
緒
川
所
在
）
を
開
創
し
、
師
の
川
僧
慧

済
（
同
七
年
七
月
九
日
寂
）
を
勧
請
開
山
と
し
た
。
自
ら
は
第
二
代

住
持
と
な
り
、
宗
風
を
宣
揚
し
、
教
団
の
地
方
発
展
に
尽
力
し
た
。

同
十
一
年
（
一
四
七
九
）
に
遠
江
一
雲
斎
（
静
岡
県
磐
田
郡
豊
岡
村

所
在
）
に
晋
住
し
、
更
に
同
十
六
年
（
一
四
八
四
）
に
は
、
同
大
洞

院
（
同
県
周
智
郡
森
町
所
在
）
に
転
住
し
た
。
翌
十
七
年
再
び
一
雲

斎
よ
り
の
請
を
受
け
た
が
こ
れ
を
固
辞
し
、
代
り
に
法
嗣
宗
田
を
住

せ
し
め
て
い
る
。
次
い
で
十
八
年
に
は
大
洞
院
を
退
き
、
再
び
も
と

の
乾
坤
院
に
帰
住
し
て
い
る
。
以
上
の
行
実
か
ら
推
定
す
る
と
、
本

集
の
成
立
は
宗
順
が
文
明
十
一
年
（
四
十
七
歳
）
に
一
雲
斎
に
住
し

て
以
降
、
同
十
七
年
（
五
十
三
歳
）
大
洞
院
在
住
に
至
る
約
七
年
間

で
あ
っ
て
、
そ
の
殆
ど
は
一
雲
斎
住
山
時
代
に
完
成
し
て
い
た
も
の

と
想
像
さ
れ
、
恐
ら
く
数
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
著
わ
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
宗
順
は
多
く
の
書
物
に
目
を
通
し
、
そ
の
中
よ
り
多
数

の
語
句
を
抜
粋
し
て
集
大
成
す
る
た
め
に
、
長
い
年
月
と
不
断
の
努

力
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
乾
坤
院
文
書
に
、
文
明
十
三
年
十
二
月
二
十
日
に
誓
仲
弘
と

い
う
僧
が
、
川
僧
書
写
の
『
禅
儀
外
文
抄
』
三
巻
を
宗
順
に
授
与
し

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
）
5
（
る
。
こ
の
本
は
絶
海
中
津
と
並
ん
で
五
山

文
学
の
双
璧
と
称
さ
れ
た
義
堂
周
信
が
、
虎
関
師
錬
が
四
六
駢
儷
文

に
つ
い
て
の
作
法
を
講
じ
た
『
禅
儀
外
文
集
』
で
あ
る
。
川
僧
が
こ

れ
を
筆
写
し
所
持
し
て
い
た
も
の
を
、
寂
後
七
年
を
経
て
弟
子
の
宗

順
が
受
領
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
録
は
本
集
の
成
立

過
程
に
深
く
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
誓

仲
弘
が
、
前
出
の
『
外
文
抄
』
を
参
考
資
料
と
し
て
与
え
た
も
の
と

想
像
さ
れ
る
。

　
次
に
本
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
語
句
の
出
典
を
分
類
す
る
。

　
・
史
伝
『
景
徳
伝
灯
録
』、『
嘉
泰
普
灯
録
』、『
五
灯
会
元
』
な
ど

　
・
経
疏
『
首
楞
厳
経
』、『
金
剛
般
若
経
注
』
な
ど

　
・
宗
義
『
人
天
眼
目
』、『
少
室
六
門
集
』
な
ど

　
・
頌
古
『
碧
巌
録
』、『
従
容
録
』
な
ど

　
・
語
録
『
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』、『
投
子
義
青
禅
師
語
録
』、『
天

童
如
浄
禅
師
語
録
』
な
ど

　
・
蒐
録
『
禅
林
類
聚
』、『
林
間
録
』、『
羅
湖
野
録
』
な
ど

　
・
外
集
『
石
門
文
学
禅
』、『
貞
和
集
』
な
ど
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・
経
書
『
論
語
』、『
毛
詩
』、『
礼
記
』
な
ど

　
・
詩
文
集
『
楚
辞
』、『
文
選
』、『
唐
詩
選
』、『
唐
詩
帰
』、『
宋
詩

選
』、『
韓
文
』、『
柳
文
』、『
白
氏
文
集
』、『
三
体
詩
』、『
錦
繡

段
』
な
ど

　
・
詩
話
『
冷
斉
夜
話
』、『
誠
斎
詩
話
』
な
ど

　
・
韻
書
『
広
韻
』、『
韻
会
』
な
ど

　
・
類
書
『
事
文
類
聚
』、『
韻
府
』
な
ど

　
・
小
説
『
剪
灯
余
話
』
な
ど

典
拠
は
以
上
の
よ
う
に
多
方
面
に
渡
っ
て
お
り
、
渉
猟
し
た
書
物
の

数
は
お
よ
そ
百
種
に
及
ぶ
。
そ
れ
は
、
宗
順
の
学
問
及
び
そ
の
読
書

分
野
が
意
外
な
ほ
ど
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
中
で
も
右
の
「
外
集
」
以
下
「
小
説
」
に
至
る
間
の
関
係
引
用

書
の
類
は
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
本
書
の
性
格
上
当

然
な
こ
と
と
は
い
え
、
宗
順
の
詩
学
者
と
し
て
の
風
格
を
偲
ぶ
に
十

分
で
あ
る
。

二
　
逆
翁
宗
順
と
中
世
叢
林
文
芸

　
推
測
す
る
と
宗
順
が
本
集
を
著
わ
す
に
至
っ
た
要
因
は
、
当
時
禅

林
を
風
靡
し
た
五
山
文
学
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

直
接
に
は
洞
門
屈
指
の
民
間
詩
人
と
し
て
高
名
な
師
匠
・
川
僧
の
薫

陶
と
、
そ
の
門
下
に
あ
っ
て
書
記
の
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
に
起
因

す
る
も
の
で
あ
る
。
書
記
は
叢
林
西
序
の
重
要
な
役
で
首
座
に
次
ぐ

役
位
で
あ
り
、
書
翰
作
成
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
榜
（
告

知
）・
疏
（
表
白
文
）・
書
簡
・
祈
祷
の
詞
語
等
、
公
的
な
文
書
の
作

製
を
す
る
の
が
こ
の
書
記
の
役
割
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
文
書

は
四
六
駢
儷
体
と
い
う
対
句
で
構
成
さ
れ
た
技
巧
的
な
文
章
で
表
記

さ
れ
、
且
つ
美
し
い
文
学
的
な
も
の
で
あ
る
。
禅
林
学
芸
の
起
因
の

一
つ
と
し
て
、
禅
林
に
か
か
る
書
記
の
職
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
当
時
の
禅
僧
社
会
あ
る
い
は
武
家
社

会
の
一
部
に
お
け
る
詩
文
熱
の
高
揚
に
伴
い
、
本
集
の
よ
う
な
書
の

出
現
が
要
望
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
純
然
た
る
信

仰
あ
る
い
は
学
問
的
要
求
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
禅
僧
自
ら

が
法
語
・
疏
・
偈
頌
・
詩
文
の
創
作
な
い
し
中
国
文
学
の
理
解
と
鑑

賞
と
い
う
、
い
わ
ば
文
学
的
要
求
か
ら
宗
順
が
本
集
を
著
作
す
る
こ

と
の
必
要
を
痛
切
に
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
要
求
に
応

じ
て
、
宗
順
が
こ
う
し
た
実
際
上
の
活
用
を
主
と
し
た
引
き
易
く
、

わ
か
り
易
い
韻
別
に
よ
る
句
集
の
辞
書
を
編
纂
し
、
漢
詩
文
創
作
者

の
た
め
供
給
し
た
こ
と
は
、
時
流
に
適
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
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よ
う
。
川
僧
の
詩
僧
と
し
て
の
風
格
は
そ
の
語
録
に
よ
っ
て
窺
う
こ

と
が
で
き
る
が
、
宗
順
の
詩
学
者
と
し
て
の
風
貌
は
、
こ
れ
を
物
語

る
作
品
が
本
集
以
外
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
し
い
こ
と
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
宗
順
は
伝
に
よ
れ
ば
、
既
に
早
く
よ
り
儒

書
・
史
籍
・
易
学
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
書
記

の
職
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
本
集
を
著
し
た
こ
と
等
か
ら
考
え
て
い
ず

れ
中
国
文
学
に
精
進
し
、
あ
る
い
は
天
隠
そ
の
他
の
五
山
派
臨
済
の

詩
僧
と
も
親
交
を
結
び
、
特
に
詩
文
に
秀
れ
た
人
で
禅
僧
と
呼
ぶ
よ

り
は
詩
僧
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
風
格
の
人
柄
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
余
程
の
詩
才
の
僧
で
な
け
れ
ば
、
本
集
の
よ

う
な
書
を
編
著
す
る
こ
と
は
容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

三
　
壇
越
供
養
と
偈
頌

　
逆
翁
宗
順
の
著
作
は
『
点
鉄
集
』
の
他
に
は
現
在
ま
で
未
発
見
で

あ
り
、
本
人
の
思
想
を
伺
い
う
る
資
料
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
近

年
、
国
文
学
の
分
野
か
ら
再
考
さ
れ
た
逆
翁
の
師
、
川
僧
慧
済
の
偈

頌
の
作
風
か
ら
『
点
鉄
集
』
へ
の
影
響
を
考
え
た
い
。

　
現
存
す
る
曹
洞
宗
の
法
語
・
偈
頌
資
料
は
洞
門
の
禅
風
の
変
化
と

い
う
観
点
に
よ
っ
て
三
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま

ず
、『
永
平
広
録
』、『
山
雲
海
月
』
等
が
著
さ
れ
た
十
三
〜
十
四
世

紀
、『
通
幻
録
』、『
実
峰
録
』
等
が
著
さ
れ
た
十
四
〜
十
五
世
紀
、

そ
し
て
、『
川
僧
禅
師
語
録
』
等
の
十
五
世
紀
以
降
で
あ
る
。
第
一

期
の
資
料
の
内
容
は
坐
禅
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
期
に
は
葬
送

儀
礼
に
関
す
る
内
容
が
坐
禅
に
関
す
る
も
の
と
同
等
の
分
量
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
第
三
期
に
は
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
言
及
が
内
容
の

半
分
以
上
へ
と
変
化
す
る
。
こ
の
変
化
を
曹
洞
宗
が
諸
国
へ
教
線
を

拡
大
す
る
時
系
列
を
踏
ま
え
る
と
、
檀
越
の
増
加
に
と
も
な
い
葬
儀

の
要
請
に
応
じ
る
必
要
が
洞
門
僧
侶
に
出
て
き
た
と
推
察
さ
れ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、『
川
僧
禅
師
語
録
』
に
は
葬
祭
に
関
す
る
言
葉

も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全
三
巻
の
内
で
「
偈
頌
」
と
題
さ
れ
た

項
）
6
（

目
は
、
檀
越
供
養
の
た
め
に
行
わ
れ
た
下
炬
が
占
め
、
中
巻
に
一

六
〇
編
、
下
巻
に
一
七
四
編
を
収
め
て
い
る
。
こ
れ
は
川
僧
の
時
代

に
は
洞
門
の
僧
が
葬
儀
に
あ
た
っ
て
詩
偈
を
作
成
す
る
と
い
う
行
為

が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
尾
張
乾
坤
院
に
は
『
血
詠
衆
』
と
題
さ
れ
る
逆
翁
の
手
に

よ
る
授
戒
会
記
録
と
、『
小
師
帳
』
と
記
さ
れ
た
芝
岡
宗
田
に
よ
る

戒
弟
名
簿
が
所
蔵
さ
れ
て
い
）
7
（
る
。
布
教
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

授
戒
会
は
、
信
徒
の
獲
得
や
宗
侶
の
連
携
と
結
束
を
促
し
て
い
た
と
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い
え
よ
う
。
引
請
師
と
し
て
芝
岡
下
で
頭
角
を
現
し
、
乾
坤
三
派
を

形
成
す
る
亨
隠
慶
泉
（
？
〜
一
五
〇
三
）・
周
鼎
中
易
（
？
〜
一
五

一
九
）
の
名
が
み
え
、
ま
た
、
亨
隠
の
法
嗣
、
大
中
一
介
（
一
四
四

七
〜
一
五
三
二
）
も
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
檀
越
供
養
の
気
風
は
次

世
代
へ
継
承
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
川
僧
の
詩
文
を
重
ん
じ
る
禅
風
に
、
檀
越
増
加

に
よ
る
布
教
の
方
途
と
し
て
偈
頌
が
運
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
他
写
本
と
の
開
版
時
期
の
比
較

　
本
書
の
承
応
版
と
室
町
期
開
版
の
想
定
本
集
の
著
者
自
筆
の
草
稿

は
、
乾
坤
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
か
へ
散
逸
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
江
戸
初
期
の
承
応
四
年
二
月
上
旬
（
四
月
十
三
日
明
暦

と
改
元
・
一
六
五
五
）
に
『
増
補
点
鉄
集
』
と
題
し
、
京
都
村
吉
兵

衛
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
集
の
内
容
等
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
承
応
版
『
点
鉄
集
』
は
、
愛
知
学
院
大

学
禅
研
究
所
、
京
都
天
竜
寺
の
塔
頭
・
慈
済
院
、
国
立
国
会
図
書

館
、
駒
澤
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
伝
わ
る
も
の

が
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
四
本
を
対
比
考
究
す
る
に
、
先
ず
書
冊
形

式
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
禅
研
究
所
本
・
慈
済
院
本
は
二
十
五
巻
十

二
冊
で
袋
綴
本
で
あ
る
。
表
紙
は
第
一
、
二
、
八
、
十
二
の
各
冊
が

渋
表
紙
、
第
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
九
（
慈
済
院
本
は
表
紙
な

し
）、
十
、
十
一
の
各
冊
が
藍
表
紙
で
あ
る
（
図
２
）。
ま
た
各
冊
共

に
外
題
紙
が
な
い
。
匡
郭
は
四
周
辺
で
、
匡
郭
内
の
上
方
を
横
に
区

切
っ
た
い
わ
ゆ
る
上
層
内
に
は
、
各
語
句
の
上
毎
に
出
典
が
略
記
さ

れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
五
灯
会
元
』
巻
十
二
は
「
会
元
計
」、『
中
峰

和
尚
広
録
』
巻
四
は
「
中
峰
四
」
の
ご
と
く
に
そ
れ
ぞ
れ
略
名
を

も
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
界
線
は
な
く
、
行
格
は
片
面
十
一
行
八
字

〜
十
四
字
詰
、
版
心
の
上
部
及
下
部
に
寛
黒
口
あ
り
、
そ
の
間
に
巻

数
、
丁
数
が
あ
る
（
図
３
）。
巻
頭
に
は
天
隠
自
筆
の
序
が
印
刻
し

て
あ
る
。
最
終
の
巻
二
五
の
末
尾
に
は
三
行
に
「
承
応
四
年
、
二
月

上
旬
、
西
村
吉
兵
衛
」
と
の
刊
記
が
あ
る
。

　
次
に
国
会
図
書
館
本
・
駒
大
図
書
館
本
は
、
共
に
二
十
五
巻
十
五

冊
で
、
袋
綴
本
、
寸
法
は
縦
二
十
糎
、
横
十
四
（
駒
大
本
）、
表
紙

は
全
部
薄
茶
色
、
こ
れ
は
両
図
書
館
が
収
蔵
し
た
際
、
改
装
し
た
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
外
題
紙
は
書
名
を
こ
の
時
に
書
い
て
貼
付
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
匡
郭
、
上
層
、
行
格
、
版
心
、
序
、
刊
記
な
ど

い
ず
れ
も
慈
済
院
本
と
同
じ
で
あ
る
。
四
本
の
内
、
禅
研
究
所
本
・

慈
済
院
本
は
国
会
図
書
館
・
駒
大
の
両
本
よ
り
版
型
が
大
き
く
、
両
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色
混
同
し
て
は
い
る
が
表
紙
も
改
装
さ
れ
て
お
ら
ず
当
時
の
ま
ま
と

思
わ
れ
、
本
全
体
に
古
雅
の
趣
を
呈
し
て
い
る
。
冊
数
の
上
か
ら

い
っ
て
も
、
禅
研
究
所
・
慈
済
院
本
は
十
二
冊
で
あ
る
た
め
に
、
一

冊
の
巻
の
収
載
数
の
非
常
に
多
い
部
分
が
存
し
、
各
冊
の
丁
数
の
整

合
性
が
と
れ
て
い
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
国
会
図
書

館
・
駒
大
の
両
本
は
十
五
冊
で
あ
る
た
め
、
慈
済
院
本
よ
り
も
三
冊

増
や
し
た
後
に
不
備
の
点
を
是
正
し
、
使
用
上
の
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
三
本
と
も
刊
記
は
同
一
で
あ
る
が
、
以
上

の
点
か
ら
推
測
し
て
慈
済
院
本
は
恐
ら
く
増
補
の
初
刻
本
で
あ
り
、

国
会
図
書
館
・
駒
大
の
両
本
は
後
刷
本
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
当
時
こ
の
『
点
鉄
集
』
が
詩
作
用
の
辞
書
と
し
て
禅
僧
社
会
に

多
く
需
要
さ
れ
た
の
で
、
回
を
重
ね
て
印
刻
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。
し
か
し
よ
く
使
用
さ
れ
た
わ
り
に
散
逸
の
度
が
高
く
、
現
存
す

る
版
本
は
ご
く
稀
で
あ
る
た
め
、
右
に
述
べ
た
四
本
は
稀
覯
書
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
承
応
版
に
「
増
補
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
既
に
増
補
さ
れ
て
い
な
い
版

本
、
す
な
わ
ち
宗
順
の
著
作
し
た
草
稿
の
ま
ま
の
『
点
鉄
集
』
が
刊

行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
承
応
四
年
以
前
に
上

図２図３



中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
偈
頌
運
用
（
大
橋
）

66─　   ─

梓
さ
れ
た
禅
籍
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
洞
門
禅
侶
の
手
に
な
る
抄

物
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
刊
行
の
『
大
淵
代
鈔
』（
元
和
七
年

〔
一
六
一
二
〕
か
ら
寛
永
十
二
年
〔
一
六
三
五
〕
の
間
に
成
立
）
の

巻
一
に
は
「
代
云
、
攀
噲
嗔
如
㍾楊
柳
、
貴
妃
笑
破
㍾石
）
8
（
門
」
と
あ

り
、
句
の
下
に
「
点
鉄
集
二
」
と
記
し
て
『
点
鉄
集
』
よ
り
引
用
し

て
い
る
。
こ
の
他
に
も
ま
だ
こ
う
し
た
例
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

本
集
が
既
に
室
町
時
代
に
開
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
の
一
つ
と

い
え
る
。
宗
順
は
天
隠
に
文
明
十
七
年
に
序
文
を
書
い
て
も
ら
い
、

そ
の
四
年
後
の
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
八
月
十
五
日
に
示
寂
し
て

お
り
、
そ
の
間
に
大
洞
院
よ
り
乾
坤
院
・
長
松
院
と
転
住
し
、
か
な

り
身
辺
が
多
忙
で
あ
っ
た
た
め
、
生
存
中
に
開
版
さ
れ
た
も
の
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
宗
順
自
筆
の
草
稿
が
最
近
ま
で
乾
坤
院
の
歴
代
住

持
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
等
か
ら
想
像
し
て
、
恐
ら
く
宗
順

寂
後
、
弟
子
の
芝
岡
宗
田
あ
る
い
は
そ
の
後
に
お
け
る
同
院
住
持
の

何
人
か
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
現
在
室
町
期
の
版
本
即
ち
原
刻
本
は
、
い
ず
れ
に
も
発
見
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
更
に
承
応
版
発
刊
の
際
、
語
句
を
増
補
し
た

人
は
誰
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
未
だ
不
明
で

あ
る
。
ま
た
ど
の
程
度
の
数
に
語
句
が
増
補
さ
れ
て
い
る
の
か
、
草

稿
本
・
原
刻
本
と
も
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
点
も
詳

ら
か
で
な
い
。
今
後
の
考
究
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

五
　
著
者
の
伝
承
に
関
す
る
問
題

　
し
か
し
『
点
鉄
集
』
の
本
文
中
に
は
「
逆
翁
宗
順
」
と
い
う
正
確

な
著
者
名
は
い
ず
れ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
次
に
述
べ
る

よ
う
に
、
数
点
の
資
料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
本
集
に
は
臨
済
宗
の
詩
僧
と
し
て
有
名
な
天
隠
竜
沢
（
一
四

二
二
〜
一
五
○
○
）
の
序
（
後
述
の
承
応
版
に
収
載
）
が
存
在
し
、

そ
の
序
文
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
新
豊
的
骨
梅
山
孫
謀
有
㍼一
英
衲
㊥
人
喚
㍼頑
書
記
㊥
自
称
㍼蔵

鷺
叟
㊥
壮
歳
参
㍼扣
諸
家
門
庭
㊥
今
村
院
閉
㍾門
自
適
、
其
適
禅

余
、
為
㍼初
機
後
学
㍽集
㍼古
人
語
句
㍽（
図
４
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
著
者
は
、
新
豊
す
な
わ
ち
曹
洞
宗
の
梅
山
聞
本
下

の
法
孫
で
「
順
書
記
」
と
呼
ば
れ
、「
蔵
鷺
叟
」
と
号
し
た
人
物
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
巻
七
に

あ
る
逆
翁
の
記
を
見
て
み
た
い
。

　
　
尾
州
乾
坤
院
逆
翁
宗
順
禅
師
、
自
称
㍼蔵
鷺
叟
〜（
中
略
）
令
㍾

掌
㍼記
室
㍽（
中
略
）〜
師
纂
二
修
点
鉄
集
、
建
仁
天
隠
作
㍼之
序
）
9
（

㍽
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続
い
て
そ
の
序
の
末
尾
に
記
し
て
あ
る
語
を
引
用
し
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
　
有
∮試
拈
出
一
条
生
鉄
㊥
抛
㍼向
老
人
面
前
㊥
則
点
以
成
㍼百
鍊

精
金
㊥
非
㊦啻
成
㍼精
禽
㊥
和
㍼箇
還
丹
㍽以
尽
㍾底
掀
飜
去
也
、

於
㍾是
初
知
西
天
此
上
一
冊
点
鉄
集
也
之
語
㊧由
㍾是
師
之
道

義
、
可
㍼慨
見
㍽焉
（
図
１
）

　「
蔵
鷺
叟
」
と
は
逆
翁
宗
順
の
雅
号
で
あ
り
、
宗
順
は
禅
林
に
お

け
る
書
記
（
記
室
と
も
い
う
）
の
役
に
従
事
し
て
い
た
た
め
「
書
記
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、『
点
鉄
集
』
は
こ
の
宗
順
が
編

集
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
『
越
前
竜
沢
寺
前

住
）
10
（
帳
』
に
よ
れ
ば
、
三
三
世
芝
岡
宗
田
の
下
に
「
川
僧
孫
順
書
記
法

嗣
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
順
書
記
」
と
呼
称
し
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
梅
山
下
の
法
孫
で
あ
る
こ
と
も
判
る
。
宗
順
の
法
系

は
、
梅
山
聞
本
・
如
仲
天
誾
・
真
巌
道
空
・
川
僧
慧
済
・
宗
順
と
次

第
し
て
い
る
か
ら
、
序
文
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
梅
山
下
の
法
孫
で
あ

る
こ
と
も
明
瞭
と
な
る
。
以
上
の
点
か
ら
鑑
み
て
も
本
集
の
著
者

は
、
逆
翁
宗
順
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
然
す
る
。
古
い
も
の
で

は
『
日
本
禅
林
撰
述
書
）
11
（

目
』
に
「
点
鉄
集
、
天
隠
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、『
禅
籍
目
）
12
（

録
』
に
も
「
増
補
点
鉄
集
、
一
二
巻
、
竜
沢

（
天
隠
）」、
ま
た
『
仏
書
解
説
大
辞
典
巻
八
』
に
も
「
点
鉄
集
〔
増

補
『
点
鉄
集
』〕
十
二
巻
、
存
、
天
隠
竜
沢
」
と
記
し
、
い
ず
れ
も

天
隠
の
著
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
禅
籍
目
録
附
録
』
の
「
同
名
異
書

一
覧
」
の
項
に
は
、
天
隠
の
著
わ
し
た
『
点
鉄
集
』
と
、
宗
順
の
著

し
た
『
点
鉄
集
』
と
が
並
存
し
、
著
者
を
異
に
す
る
同
名
の
書
が
二

種
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
天
隠
の
著
作
を

調
査
す
る
と
、
彼
に
は
『
点
鉄
集
』
と
い
う
書
名
の
著
作
は
一
冊
も

存
在
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
前
述
の
記
載
が
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る

こ
と
が
判
る
。
各
書
が
こ
の
よ
う
な
誤
認
を
起
こ
し
た
要
因
と
し
て

図４
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は
、
本
集
の
巻
頭
に
天
隠
の
序
文
が
存
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
著

者
の
自
序
と
誤
っ
た
た
め
に
天
隠
の
著
作
と
し
た
も
の
と
推
察
で
き

る
。
ま
た
仮
に
序
文
を
読
ん
だ
上
で
内
容
を
吟
味
し
て
も
、
た
だ

「
順
書
記
」
と
か
「
蔵
鷺
叟
」
と
あ
る
の
み
で
、
何
人
が
著
わ
し
た

書
か
全
く
不
明
で
あ
る
た
め
、
天
隠
に
托
し
て
記
し
た
も
の
と
も
思

惟
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
の
考
証
に
よ
り
本
集
の
成
立
は
室
町
中
期
、
十
五
世
紀
末
で

あ
り
、
著
者
は
天
隠
で
は
な
く
、
洞
門
の
逆
翁
宗
順
と
考
え
ら
れ

る
。
開
版
は
師
の
寂
後
に
乾
坤
院
住
持
の
何
人
か
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
再
び
江
戸
初
期
に
増
補
版
が
書
肆
よ
り
出
さ
れ
、
そ
の
後
に
重

ね
て
刊
行
さ
れ
、
両
時
代
を
通
じ
て
禅
僧
社
会
に
盛
ん
に
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
る
。
従
来
、
韻
書
・
詩
話
・
詩
文
集
等
の
外
典
の

編
集
刊
行
は
、
済
門
の
禅
侶
に
よ
っ
て
多
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
洞

門
禅
侶
に
よ
る
こ
の
方
面
の
典
籍
の
編
刊
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
思

う
に
本
集
が
外
典
で
あ
り
、
道
元
の
禅
風
と
は
異
質
で
あ
る
た
め

に
、
宗
門
に
と
っ
て
は
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
室

町
期
に
お
け
る
曹
洞
と
臨
済
の
交
渉
、
洞
門
禅
侶
と
五
山
文
学
と
の

関
係
、
曹
洞
宗
教
団
の
思
想
的
傾
向
等
の
一
端
を
知
る
上
で
、
好
箇

の
史
料
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

註（
1
） 

鏡
島
元
隆
『
道
元
禅
師
全
集
』
第
七
巻
、
九
〇
頁

（
2
） 

鏡
島
元
隆
「
詩
僧
道
元
禅
師
」（『
續
輯
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大

成
』
月
報
二
、
平
成
三
年
三
月
、
一
頁
）、
伊
藤
秀
憲
「
吉
祥
山
命
名

法
語
」
解
題
（『
道
元
禅
師
全
集
』
第
七
巻
、
三
八
七

－

三
八
八
頁
）

（
3
） 

本
書
は
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
が
古
書
と
し
て
購
入
し
た
計
十

二
巻
の
和
綴
本
で
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
考
察
す
る
よ
う
に
、
そ
の
形

状
お
よ
び
書
式
か
ら
承
応
版
写
本
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

（
4
） 

逆
翁
宗
順
と
そ
の
弟
子
の
芝
岡
宗
田
の
行
状
に
つ
い
て
は
、
広
瀬

良
弘
「
中
世
禅
院
の
運
営
と
経
済
活
動
│
尾
張
国
知
多
郡
乾
坤
院
所
蔵

『
一
枚
紙
写
』
を
中
心
と
し
て
│
」（『
駒
沢
史
学
』
二
四
号
、
七
二

－

九
一
頁
）
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
頓
に
土
豪
層
・
一
般
農
民
、

商
人
・
職
人
と
師
弟
関
係
を
結
ん
で
い
た
点
を
論
じ
て
い
る
。

（
5
） 

『
曹
洞
宗
全
書
』「
史
伝
」
上
、
三
七
〇
頁
下
段

（
6
） 

『
曹
洞
宗
全
書
』「
語
録
」
一
、
三
〇
七
頁
上
段

－

三
六
四
頁
上
段

（
7
） 

広
瀬
良
弘
「
中
世
禅
僧
と
授
戒
会
│
愛
知
県
知
多
郡
乾
坤
院
蔵

「
血
詠
衆
」「
小
師
帳
」
の
分
析
を
中
心
と
し
て
│
」（
広
瀬
良
弘
『
禅

宗
地
方
発
展
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
四
二
二

－

四
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八
一
頁
）

 
　『
血
詠
衆
』
は
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
か
ら
、
同
十
九
年
ま
で

に
、
乾
坤
院
・
一
雲
斎
・
大
洞
院
ほ
か
で
催
行
さ
れ
た
授
戒
会
に
つ
い

て
、
日
時
・
場
所
・
戒
弟
名
・
住
所
・
引
請
師
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
、
逆
翁
の
個
人
的
名
簿
と
い
え
る
。
同
寺
開
創
の
二
年
後
に
は

授
戒
会
を
催
し
、
半
年
間
で
一
八
九
名
の
戒
弟
を
集
め
て
い
る
。『
小

師
帳
』
は
、
乾
坤
三
世
と
な
る
芝
岡
が
、
逆
翁
の
『
血
脉
衆
』
に
習
っ

て
記
録
し
た
授
戒
会
の
記
録
で
あ
る
。
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
と
三

年
の
日
付
が
あ
り
、
戒
弟
数
九
五
を
記
す
。
特
徴
と
し
て
は
俗
縁
に
関

す
る
付
記
が
詳
し
く
、
苗
字
を
持
つ
者
と
そ
の
家
族
の
受
戒
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。

（
8
） 

駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
編
『
大
淵
代
鈔
』
上
巻
、
二
三

頁
（『
禅
門
抄
物
叢
刊
』
第
二
之
一
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
三
年
）

（
9
） 

『
曹
洞
宗
全
書
』「
史
伝
」
上
、
三
七
一
頁
上
段

（
10
） 

福
井
県
文
書
館
蔵
『
越
前
竜
沢
寺
前
住
帳
』（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブC

006200039.txt

）

（
11
） 

鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
佛
教
全
書
』
第
九
六
巻 
目
録
部

二
、
二
六
一
頁

（
12
） 

駒
澤
大
学
図
書
館
編
『
禅
籍
目
録
』
五
六
八
頁


